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した。どの施設でもいえることは、今結
婚情報誌を見ても、写真だけではあま
り代わり映えしない時代になっていま
す。だからこそ、コンセプトの部分から
しっかり作り、結婚式をする意味を丁
寧に新郎新婦へ語り、ここで結婚式を
する意味を理解してもらわなければ
いけないと思います。施設のスペック
も同じで、接客にストーリーもない中
で、決めてもらうには、値引き競争し
かなくなります。値引きはどこの施設
も今日からでもできます。そうなると
先は見えていますよね。

―値引きに頼らない集客を考えていく
と、その施設ならではの何かが必要に
なってきますね。

村田　情報誌への出稿の提案なども
していますが、できるだけ効率的に集
客するためには、根本のコンセプトや
ストーリーを創る必要があります。そ
のうえで、マーケットの中で施設のど
こを打ち出せばいいのかなど誌面の
レイアウトなども含めて提案していま
す。これを効率的に行うことで、ゼク
シィへの2ｐの広告出稿で平均60組
の集客に成功している南大阪（参考：
エリア集客平均35組）の会場もありま
す。これからの時代、費用対効果の高
い広告を出していかなければ生き残
れないと思います。

―集客でいまポイントになることはなん
でしょうか

村田　スマートフォンに適応したサイ
トがポイントになると思います。スマ
ホ向けのサイトがない会場もありま
すが、これはできるだけ早く作るべき
です。また、スマホのページがあれば
いいというものでもなく、きちんと考え
て来館を促進するページや導線にし
ておく必要があります。テンプレート

化された無料のスマホサイトを利用
されている施設も多いですが、決めら
れたテンプレートでは「差別化」や「こ
こにしかない価値」を魅せることはで
きません。その結果、ますます集客が
厳しくなっていきます。デザイン（見
た目）ばかり重視するのではなく、目
的を設定し、その目的を達成する戦略
（中身）が重要です。
人も同じですよね。高いクリエイティ
ブとは戦略の上にあります。また、パン
フレットも大きな武器になります。

―パンフレットはもういらないという声も
聞こえてきますが。

村田　パンフレットをなくすのは間違
いです。せっかく新郎新婦にアプロー
チできるチャンスを潰すことになるか

らです。従来は、パンフレットは資料
請求の方向けに送ってきました。今は
ウェブもありますし、そういう意味では、
存在意義が薄れていると思いますが、
別の役割を設定すれば強力な武器に
なります。今のパンフレットの役割は、
来館後に成約や、再来館につながる
「かえってくるパンフレット」にするこ
とです。だから、ホームページと同じよ
うな内容になっていてはダメで、来館
後の役割を意識した内容にしておくこ
とが重要になっており、クライント企
業のニーズや目的に合わせた提案を
行っています。

―なるほど、それぞれお客様の行動に
あわせて媒体や各ツールの役割を考え
て作ることが重要ということですね。あ
りがとうございました。

―ホテル式場など様々な企業の実績
をお持ちですが、集客では、どんな部分
から取り組まれることが多いでしょうか。

村田　スタートする前に、クライアント
となる企業のニーズをしっかりとヒア
リングすることはもちろんですが、マー
ケットの中での位置づけや強みはど
こにあるのかなどをしっかりと見極め、
提案させていただきます。そこでは、コ
ンセプトメイクやストーリー性などの
根本の部分から提案することも少なく
ありません。当社の強みのひとつは、コ
ンセプト開発から集客コンサル、広告
プロモーション、デザインまで一貫し
て幅広く提案できる点にあります。

―施設ならではのセールスポイントを
マーケットの中の立ち位置から選んで
いくわけですね。

村田　そうです。ストーリーやコンセ
プトもエリアの状況を見ながら、ひと
つひとつ提案していきます。マーケッ
トが全く違うのに、同じ提案では変で
すよね。だからこそ、事前にヒアリング

をしてその施設にあった、「ここにしか
ない価値」を第三者の視点からオリジ
ナルの提案をして、その価値をお客様
に伝えるためにデザインコミュニケー
ションしていきます。なかなか「他施
設に負けない自社のセールスポイン
トはなにか？」をマーケットの中で把
握できている施設は多くありません。

―中にいるとなかなか客観的に見るの
は難しいですからね。幅広く提案されて
いますが、専門分野は外部の方と組む
こともあるようですね。

村田　当社は、必要に応じて外部ブ
レーンも含め、クライアント企業が必
要とするプロフェッショナルチームを
作れるのも強みだと考えています。例
えばリニューアルをしたいというニー
ズであれば、コンセプトや戦略は当
社で考え、それを具現化するデザイ
ンは国内外で活躍している著名な空
間デザイナーの方にお願いできるよ
うなパイプも持っているので、単なる
リニューアルだけでなく、付加価値を
つけられるような提案も可能です。デ
ザインだけに限らず、これまでの経験
から課題に対してプロフェッショナル
チームを作ることができます。

―これまでの実績でもホテル、ゲストハ
ウス、互助会などいろいろと携わってい
らっしゃいますね。

村田　おかげ様で、施設の立ち上げ
から集客コンサル、広告プロモーショ
ンなど、幅広く関わらせていただきま
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